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【はじめに】

終末期癌患者の多 くはスピリチュアルペインを体験す

る。そのためスピ リチュアルペインに焦点をあて、適切

なアセスメントによ り援助を導 くことが必要となる。入

院当初から時間存在のスピリチュアルペインがあ り、死

を待つ表現が聞かれていた患者に突然退院をしたいとい

う気持ちの変容がみられた。要因を探ったところ散歩を

きっかけとし、時間存在のスピリチュアルペインが消失

したことが明らかとなった。これ らのSP-CSSを 用いた

スピリチュアルケア援助プロセスを紹介する。

係 ・自律性 にカテゴ リー化 しSP-CSSを 作 成す る。

【結果】

散歩を通し自然の中から生きる活力を得て表情や言動

に変化が現れた。 「こんなふ うに秋を感 じられ るなんて

思 ってもいなかった。幸せな気持ちです。」と生に向き合

う姿勢がみ られるようになった。その後落ち葉や草花で

押 し花を作 り、 これらの素材を使った作品を看護師と共

に作成した。創作や観賞する喜びを感じ退院という選択

を自己決定するに至った。

【目的】

時間存在のスピリチュアルペインが散歩をきっかけと

し消失した援助プロセスを振 り返る。

【方法】

カルテか らスピ リチュアルな表現 を抽 出 し、時 間 ・関

【考察】

SP-CSSの 結果から、スピ リチュアルペインが消失 し

た要因は散歩という看護行為であることが明らかとなっ

た。また作品の創作、観賞など生きることに喜びや価値

を見出せた一連のプロセスは、スピ リチュアルケアとし

て有用であったことが示唆された。
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